
29月刊労働運動2012年２月号

編集後記

動労千葉は、京葉車両センターの構内運転業務の一部外注化のための訓練強行に反対し時限ストに決起、早朝か
ら緊急抗議闘争に立ち上がった。ＪＲ千葉支社は１月５日、当初計画の「２日勤」を「１日勤」に縮小して千葉
鉄道サービスに委託、実施日は１月 27 日と提案。いよいよ全面外注化阻止の決戦が始まった（１月 10 日　千葉）
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　労働組合の所在を雇用主
と見なし、組合員を労働者
と見なして可能となった共
同性です。これで健康保険
組合に加入して組合員と家
族の保険医療が保証されて
いるのです。
　毎年の予算確定時節に健
康保険財源への厚生労働省
からの補助金要求を大衆運
動にしている組合です。構
成員が全国 30 万人ですか
ら、連合との関係でいうと

「連合に行かない、行けな
い」上部団体のない労働組
合です（県レベルで連合や
全労連に参加もあり）。
　党派的にいうと日本共産
党は、選挙運動の票田とい
うこともあり、組合員組織
化を意識化しています。例
えば今年の大会で委員長に
なったのは、影響下にある
地方労組出身の執行委員で
す。2002 年５～６月の有
事立法反対の都心集会のと
き年配者を含めた大デモ隊
列の様子を覚えている読者
もいるでしょう。
　企業内組合と違って、定
年退職がないので 75 歳ま
では健康保険が使えます。
ですから、連合や全労連傘
下の労働組合の改革、新た
な組合づくりと共に、特定
専門業種の労働者に就業し
て労働組合を発展させる術
もあるのです。

　他党派が想定もしなかっ
た組合運動の一角にたどり
着くのに10年かかってます。
しかしこの 10 年の間、組
合員は私を「味見期間」と
して見ていたのです。それ
が組合大会代議員による緊
急動議の否決と執行委員就
任承認でした。
　差し当たり 2011 年 11・６
集会参加者は１名です。
　国鉄闘争全国闘争呼びか
け人に地域の民営化・公務
員解雇攻撃と対時する労働
組合が名乗りでていること
は、政治党派が立ち遅れる
例です。
　世界を見ても、労働者階
級という用語を装飾した
り、赤旗や労働者や農民の
工具を商標としたりする団
体やその世界で、労働者階
級の労働組合を否定したり
卑下する傾向があります。
　情勢分析するときには、
連合という労働組合組織の
翼賛化をテーマにするのに、
変革の基軸になる労働組合
基軸論を展開しないのは羊
頭狗肉の典型となります。
　労組交流センターの組織

▼最近よく考える「党と労
働組合」の問題▼産別会議
と産別民同の発生を見ても
日共のセクト主義、引き回
し、「党が一番えらい」と

いう思想の矛盾がその後の
党と労働組合の区別論横行
の元になった▼中野顧問は

「労働組合と党は限りなく
一体であるべきだ」と言う
▼鍵はここでも「労働者へ
の徹底した信頼」だ（う）

的責任者に労組代表が増え
るようになりたいですね。
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労働者の目

全原発廃炉―３・11 福島闘争
と国鉄決戦、非正規職撤廃―全
国協 1000 名建設へ！

小泉 義秀

副代表
合同・一般労組全国協議会事務局長

鈴コン分会、社前で新年の闘争宣言 ( １月６日　東京）

　１月 15 日に放送されたＮＨＫスペシャ
ル『知られざる放射能汚染～海からの緊急
報告～』を観ました。「放出量 10 京ベクレ
ルを超える放射性物質」が海などに垂れ流
しにされているのです。「東京湾海底が福
島に続く汚染。江戸川河口上流８㌔の川底
で 1623 ベクレル！　流入と濃縮は２年半
後まで続く」とのことです。河口８㌔とい
うのは、江戸川と市川にまたがる市川橋の
辺りです。私は蔵前橋通りから市川橋手前
を抜けて篠崎にある職場に車で通勤してい
ます。山本周五郎の『青べか物語』の舞台
となった桜並木が連なる、篠崎から浦安に
至る河川一帯にセシウムが沈殿しているの
です。54 年前に（旧）本州製紙江戸川工
場から排出された廃液が浦安の漁場を壊滅
させました。今度は放射能です。（現）王
子板紙江戸川工場は篠崎の河口から取水し
ています。現職場からバス停で三つめのと
ころに江戸川の清掃工場があり、ここには
濃縮された放射性物質がたまっています。
全原発を廃炉へは待ったなしの闘いです。
国鉄決戦と反原発の闘いを一体のものとし
て闘い、３・11 福島へ !　
　新自由主義は非正規雇用労働を不可避と
し、そのことを青年労働者に強制すること
によってしか延命できない最末期帝国主義

の姿です。この非正規雇用労働を許さず、
それを撤廃させる闘いが帝国主義を打倒す
る道です。この闘いが、動労千葉が闘いぬ
いてきた国鉄分割・民営化絶対反対・1047
名の解雇撤回闘争であり、国鉄闘争全国運
動であり、外注化・非正規化・偽装請負を
許さない闘いです。この外注化・民営化・
非正規化を許さない闘いを全産別に拡大す
る闘いが非正規職撤廃の核心です。郵政非
正規ユニオンや一般合同労働組合西部ユニ
オン鈴木コンクリート工業分会の闘いは、
非正規雇用労働者が自ら労働組合を組織し
て資本と闘い、階級的団結をつくりだし、
階級意識を獲得していくその道筋を指し示
しています。二つの闘いに勝利して、必ず
や全国協 1000 人建設を 2012 年に実現しま
す。
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特集　３・11福島大闘争へ

　2012 年３月 11 日をいかに迎えるのか？　
私たちは歴史の岐路に立ちました。原発を止
め社会を変革する１日を歴史に刻むのか、そ
れとも原発再稼動と被曝強制を許すのか。郡
山開

かいせいざん

成山球場に労働組合の総力を結集するこ
とができるか否か。ここにすべての人びとの
命運がかかりました。１年間の反原発闘争の
一切をかけて、福島の仲間と一緒にすべての
原発を今すぐ廃止しよう。３・11 福島への
大結集を呼びかけます！

「命よりも金」という者による支配との闘い

　３・11 大震災と原発事故で古い支配のあ
り方は音を立てて崩壊を開始しました。「子
どもたちを放射能から守る福島ネットワー
ク」（子ども福島）の仲間は、「今起きている
ことは、命よりも金が大事という者たちと、
金よりも命が大事という人びとのたたかい」
と表現されました。「命よりも金が大事な者」
とは、もちろん政府や資本家たち、つまり私
たちを日々職場で支配している者たちのこと
です。原発事故とその後の福島棄民化政策に
よって、彼らの信頼は失墜し、その支配のあ
り方は通用しなくなりました。何よりも「怒
りの福島」を先頭にみなが現在の社会の変革
を希求するようになりました。だからこそ、
３・11 福島集会は、古い支配を吹き飛ばし、
歴史を動かす可能性に満ちているのです。

　その一方で、野田政権と経団連は、12 月
16 日の「事故収束宣言」から、原発「60 年
稼働法案」の動き、そして大飯原発の「スト
レステスト妥当」決定に象徴されるように、
なりふり構わずに今春の原発再稼働に突進し
ています。原発廃止とは、金とウソと暴力で
54 基もの原発を建設してきた、その醜悪な
歴史の一切を否定するということです。沖縄
米軍基地や三里塚軍事空港（成田空港）をは
じめ、すべての支配が総崩壊を開始するとい
うことです。「原発をやめたら雇用がなくな
るぞ！　交付金が止まるぞ！」という金と恫
喝。「事故は収束した」「ストレステストで安
全性が確認された」というウソ。そして反原
発デモへの大弾圧。どこまでも金とウソと暴
力に任せて、とにかく１基でも再稼働させな
ければ階級支配が成立しない、そういう土俵
際まで彼らを追い込んできました。
　2011 年は、米帝の中東支配の要であった
エジプトで労働者の革命が闘いとられ、民衆
蜂起が全世界に波及しました。米帝を基軸と
する 67 年間の戦後支配体制が激しく崩壊を
開始しています。他方、朝鮮半島の南北分断
体制とならぶアジアにおける戦後支配の支柱・
日本で、原発廃止をめぐって体制のあり方を
問う階級決戦になりました。エジプトがそう
であったように、ここに職場生産点の闘いと
一体で労働組合が闘いの先頭に立ちあがるか
否か、このことが事態を決する情勢を迎えま

３・11福島集会への大結集を訴えます！
労働組合の総力で、すべての原発を今すぐ廃止しよう

東日本大震災現地救援対策本部
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した。したがって３・11 福島集会こそ、大
恐慌下の 2012 春闘の第一の闘争課題です。

 すべての人びとの未来をかけて

　３・11 集会の呼びかけの中心に立ってい
るのは、福島県教組の仲間です。本当に感動
的なことです。たとえば双葉支部の仲間は、
家族も教え子たちも県内外にバラバラになり、
組合員も 260 名が 150 校に分散勤務を余儀な
くされるという分断状況の中で、「原発被害
を許さない、原発推進を許さない」と必死の
思いでたたかいの先陣を切ってきました。兼
務発令や新規採用中止に対して闘い、原発の
存在そのものと闘ってきました。国鉄分割・
民営化から 25 年、「労働運動の闘いの火を消
してなるものか！」と労働運動の未来をかけ
て闘ってきた私たちにとって、福島の地に闘
う労働組合の旗が立った、これほど感動的な
ことはありません。国労郡山工場支部の労働
安全をもとめる職場闘争、そして動労水戸の
被曝労働を許さない２波のストライキ闘争―
どの闘いも、職場の仲間と、地域のすべての
人びとの命を守る誇り高い闘いです。
　３・11 以降の闘いで鮮明になったことは、
労働者は自分たちの職場の闘いが労働者全体
の利益を体現するものであると確信した時に、
とてつもなく大きな力を発揮するということ
です。例えば、震災解雇を撤回させて職場復帰
を勝ち取ったみやぎ連帯ユニオンのタクシー労
働者は、今は職場に出勤することそのものが
大きな闘いになっています。解雇撤回を勝ち
とるまでの裁判闘争や門前闘争も激しい闘い
でしたが、いったん面と向かって対決した社
長のいる職場に毎日出勤して仲間との団結を
守り発展させていくことのほうがしんどいと
言います。しかしそれができるのは、自分の

闘いは職場の仲間やひいては労働者全体の利
益のためにあるのだという階級的正義に裏付
けられているからです。
　仙台市職労の組合員が事故で命を奪われた
時、仙台市役所動労千葉を支援する会の仲間
が発した言葉は「仲間を失って悔しい」とい
うことでした。11 月集会にも一緒に参加し
て市職労を支えてきたかけがいのない仲間を
失った悔しさ、そして「仲間の命を守るのが
労働組合だ」という労働組合の存在意義その
ものをかけた決起。仲間の無念を絶対に晴ら
してやるという階級的正義こそ、闘いの心棒
に座ってきたのです。
　３・11 福島集会は、まさに労働者、農民、
漁民、子どもたち、そしてこれから生まれて
くる世代も含めてすべての人びとの命と未来
をかけた闘いです。階級的正義にかけて、労
働組合が全力をあげる集会です。労働組合と
は何であり、誰のために存在するのか？　国
鉄分割・民営化以来、その存在意義をねじ曲
げられてきた労働組合の本当の姿を、私たち
の実践をもって全社会に明らかにしよう。
　新年に現地救援対策本部に被災地の漁民の
方から『救援本部ニュース』の原稿が寄せら
れました。「水産業復興特区は誰のため」と
いう表題で、「政府は後世の国民に借金は残
すが食糧は残さないのか。放射能は残すが清
澄な環境は水は空気は土地は、残さないのか」
と厳しく断罪されています。大震災をこれ幸
いとばかりに、農地を取り上げ、漁場を取り

ＮＡＺＥＮみやぎ結成集会に 100 人
（昨年 12 月 11 日 仙台弁護士会館）
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上げ、すべての利益を大資本に供する復興特
区を許さないという怒りです。
　２月 1 日には「なくそう原発！　とめよう
ＴＰＰ！　全国農民交流集会」が開催されま
す。「原発さえなければ」と書き残して命を
絶った酪農家の無念。ここでも仲間の無念を
晴らし、人間としての誇りをかけた闘いが始
まっています。

 福島診療所建設を実現しよう

　３・11 集会へ向かう過程は、福島診療所
建設を実現するたたかいです。15 万人もの
福島県民が故郷を離れて年を越しました。同
時に、自主避難の権利を否定された多くの福
島県民が地元にとどまって生き抜いています。
私たちは、被災地で闘い、この地から闘いを
拡げる決断をしました。山下俊一を先頭とす
る原発推進派の医療特区を許さない闘いとは、

福島に生きるすべての民衆の拠りどころとな
る医療施設を労働者民衆の力で創り出すとい
うことです。敵は原発事故を引き起こした政
府と東電です。この共通の敵をはっきりさせ、
避難した人も、福島に止まる人も、あらゆる
分断を許さずともに団結して生き抜くために
命の拠りどころとなる診療所建設を実現しよ
う。

 現地救援対策本部、１年間の闘いの
 すべてをかけて

　昨年４月３日の現地救援対策本部結成か
ら、もうすぐ 10 カ月です。３・11 福島集会は、
１年間の闘いの集大成であると同時に新たな
飛躍点だと思います。水、食糧の確保に奔走
しながら福島の地にとどまり闘う決断をした
あの日から、最も攻撃の激しい被災地で絶対
に拠点建設で勝負するという覚悟の下に突っ

走ってきた１年間でした。その闘い
がついに、全原発停止をかけた一大
階級決戦にまで登りつめました。
　３・11 集会へ向けて、野田政権
との最大の攻防点は、労働組合をめ
ぐる闘いです。野田政権の支柱であ
る連合支配を吹き飛ばし、その内側
から労働者の３・11 集会への決起
をつくりだすこと、このことが原発
推進を打ち砕く最大の力になります。
３月 11 日、郡山開成山球場を溢れ
出る巨万の結集で、全原発の停止・
廃炉を勝ちとりましょう。自分の職
場の仲間に３・11 福島を正面から
呼びかけましょう。この日の闘いに
2012 年の闘いの飛躍がかかってい
ます。全力で結集をお願いします。

３・11ふくしま県民大集会

会場：福島県郡山市・開成山球場
（ＪＲ「郡山駅」からバスで「郡山市役所」下車）

３月 11 日（日）13：00 ～
　12：30 開場　15：00 パレード出発
主催：福島県民集会実行委員会

特集　３・11福島大闘争へ
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 南相馬市でのデモから開始した旗開き

　１月 14 日に福島労組交流センターと福島
合同労働組合の合同で旗開きをやりました。
その前段に原町（2006 年に市町村合併で南
相馬市に）のデモに参加してきました。
　９・19 明治公園６万人集会をうけて南相
馬市でも 10 月から毎月第１週の土曜日を行
動日にしてこれまで５回デモが行われてきま
した。３・11 以前は「ただの人」がみんな
反原発の活動家になっています。初めは参加
者 10 人、次は 20 人がその日はついに 60 人
まで来たというんで喜んで大勝利したと言っ
ていました。もちろん仮設住宅も含めて 300
軒にビラまいたり呼びかけて来たのにそこか
らは誰も来なかったと意気消沈する人もい
る。だけど「そうじゃない。若い人も増えた
し、60 人になったじゃないか。それこそが
勝利だ」と返すと元気になるんですよ。
　一番重要なのは、福島第１原発 20 ～ 30km
の避難地域の南相馬市の人たちにとっては原
発問題プラス除染と復興のキャンペーンが市
全体で行われ、若い人も含めて「戻りましょ
う」という運動が始まっているんです。だか
ら原発反対なんてもう今さらというような雰
囲気が漂っている。そういうまやかしをはね
のけようと毎月デモをやっている。これがす
ごい。2012 年は、南相馬市の闘いで開けた
歴史的な旗開きでした。

 ３・11 福島大集会をとりまく情勢

　１周年を境にフクシマの怒り、反原発の闘
いはかなり押し込められると思っているんで
す。すごい勢いで収束キャンペーンと除染、
復興特区・復興モードへ推し進めようとして
います。３・11 を前後して福島収束の宣言
がなされて、それでも賠償しろ、反原発だと
言っているのはゴネているんじゃないかと
なってくるんじゃないか。そういう危機感を
みんな持っているんです。だからいろいろな
手段、場所で福島の声を全国全世界に発信し
ていかなきゃならない。
　原発事故、そして反原発のうねりを政府は
どうつぶすかで必死ですよ。福島の行政も同
じです。飯

いいたて

舘村でさえそう。除染して戻りま
しょうとなっている。これを吹っ飛ばしてい
かないと生きられない。収束宣言をすればす
るほど、福島の怒りは押さえつけられるけど
もその反動で大きくなっていく。そういう関
係です。そことどうつながれるか。これは農
民であれ漁民であれ、去年以上に危機感があ
る。賠償といったって何も進んでいないし。
原発は１～３号機の他に４号機も危ないと言
われている。いつ爆発するかもわからないの
に 20㎞圏まで人を住まわせようとしている。
　もうひとつの福島の危機感は、他の地域の
人、関東、全国の人、全世界から福島は見捨

フクシマの怒りを階級的労働運動の力
で貫き、３・11 福島大闘争の勝利を

渡辺　馨　福島県労働組合交流センター代表
　　　　　NTT労組 聞き手・構成　編集部
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てられるんじゃないかという孤立感です。だ
からそれをはねかえすための３・11 でなけ
ればならないですよね。
　こうした中で３・11 集会の現状は甘くは
ありません。12・10 日比谷野音の集会で福
島県教組の竹中委員長が２万人を集める県民
集会を宣言しました。12 月 25 日に郡山現地
であった１回目の実行委員会では、集会名
が「安心して暮らせる福島を取り戻す福島県
民集会」で、そこには脱原発も反原発も入っ
てなかった。そこの実行委員会に集まった人
たちはみな反原発運動をこの１年間一生懸命
やってきた人たちが集まっているので「なん
じゃこりゃ」となった。そもそも「福島の女
たち」と「子ども福島」の人たちは最初、実
行委員会に呼びかけもされなかった。ここに
非常に象徴されているわけです。また、福島
の今の現状で、労働運動、反原発闘争を抑え
る側に回っている行政と一緒に集会をやると
いうことはどうなのか。
　しかし、脱原発・反原発を打ち出さない１
周年集会という、ある意味どういう形になっ
たとしても、私たちの立場としてはそこに集
まってくる多くの労働者、県民とどう結びつ
くかです。とことん明るく激しい反原発の闘
いとしてやりきっちゃうことが３・11 だと
思うんですよ。

 連合と真っ向対決するときがきた

　去年１年間、福島としても反原発を単なる
市民運動ではなくて、労働運動、労働組合が
軸になった反原発闘争をとにかく登場させる
ことに総力を挙げてきた。実際はなかなかす
んなりは行かないですよね。それはなぜそう
ならないのかというと、連合の存在だと思い
ます。連合が労働者階級の上にずっしりと重

石になっている。だから現実の反原発闘争を
もう一歩グレードアップさせるためには連合
そのものと対決する闘い方をいよいよやって
いく必要があると思っています。
　特に３・11 が直接そういう問題になって
います。連合は真っ先に取り組み拒否です。
それはイコール他の労働組合にも参加するな
ということです。この現実をどうひっくり返
すのか。これがあって初めて労働者階級とし
ての闘いが現実に見えてくる。そのためには
拠点職場を本当の意味でつくっていかないと
勝負にならない。福島で言うと、国労郡山工
場支部と福島県教組に県民と労働者階級の闘
う拠点になってもらいたいし、そのために共
に闘うということです。その闘いの中で階級
的労働運動を甦らせることが鍵です。
　そこに加えて、連合を打ち破るためには、
自治労とＮＴＴ労組、ＪＰ労組を対象化しな
いといけない。３・11 の取り組みを拒否し
た連合はなんなんだと現場に突きつけチャン
スにしていく。まずは電通と郵政職場を揺さ
ぶって連合瓦解の端緒としたい。
　さらに電力総連をどうにかするということ
が福島だけではなくて全国の反原発闘争の大
きな課題です。電力総連から民主党に、連合
に金がばんばん行ってるわけです。今回の原
発事故に至るプルサーマルの導入をめぐって
だって、電力総連の県会議員とＮＴＴ労組か
ら一人出している県会議員が一緒になって

「県議会はプルサーマル了解」という文書ま
ででっち上げて福島県が認めるというのを一
昨年やってしまった。それが３号機のプルサー
マルを強行して、プルトニウム事故になっちゃ
ったわけですね。私のいるＮＴＴ労組福島分
会から県会議員の議員に出してたんですね。
こいつと電力総連から出ている議員こそがプ
ルサーマルを導入した張本人だと追及してき
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ました。その効果もあってか今回県議会議員
選挙で落ちたんですけどね。
　もうひとつは、合同労組の組織化です。今
合同労組の人たちと中野顧問の『甦る労働組
合』の学習会をやっていますが、そこに重要
なことが書いてある。顧問は、「合同労組と
いうのは一人でもふたりでも集まっていれば
いいとは思わない」ということを言っている。
要は「ひとり職場であろうが、そのひとりが
職場全体の利益を代表するという立場で闘う
必要がある」と言っています。とにかくこう
いう闘いをひとつでもふたつでも増やしたい。
　それからさきほどの原町のデモをやってい
るような人らがいっぱいいるけど、行政頼み
になっちゃう。この壁を破れるかどうかが決
定的です。それと共産党系はどの運動体も必
ず賠償問題に流れる。弁護士をたてて賠償問
題で闘いましょうと。福島の怒りと反原発と
かを全部薄めていく。だからどこの地域でも
盛り上がるんだけれども、そこのやりあいで
バラバラにされ、また盛り上げ直すという感
じです。原町もそうだし、郡山で起こってい
る疎開を求める裁判にしたって。誰に責任を
取らせるのか、東電と原発を推進してきた村の
やつらに絶対責任を取らせるということをはっ
きりさせる。いうならばぜんぶ党派闘争です。

 労働組合を据えて診療所建設を

　もうひとつは診療所建設です。私は、福島
診療所建設委員会の事務局長なんですが、「子
ども福島」のみなさんもものすごく積極的に
始めてくれています。リーフレットをあちこ
ちの講演会に持って行って下さっている。「子
ども福島」の中でも議論がありましたが避難
も診療拠点も、どっちも必要だ、子どもたち
や県民が生きていくためにはこれがないとい

かないだろうという思いがあるからね。私は
この実現のためにはそれを運営していく母体
はやはり労働組合でなければならないという
思いがある。その一角に診療所建設を据えて
いかないといけない。特に思うのは、圧倒的
な労働者が被曝している問題です。原発の労
働者だけではなく、原発周辺で仕事をしてい
る郵便局、国鉄、あらゆる労働者がみんな被
曝しているわけです。そういう人たちが３年後、
５年後、症状がいろいろ出てくる。そのとき
に医大や病院に行ったら「これは何でもあり
ません。関係ありません。因果関係ありませ
ん」と言われるわけです。そうではない親身
になって相談できる拠り所となる診療所をつ
くりたい、子どものためということだけでは
なく、やっぱり放射能・被曝労働との対決と
いうテーマとしても強化すべきだし、実態と
してこれが必要だと思っているんです。「子
どものために」というだけではなくて労働者
が生きるためにも必要です。これがこのかん
論議してきて非常に思っていることです。
　子どもたちを避難させなきゃならない。し
たいけども、できない状況にある。でも、行
政が避難させない。医師会が安全安全といっ
ている。これをどうぶち破るかということだ
からね。診療所は今年の秋までにつくりたい。
そのためにはただ訴えれば集まるものでもな
いから福島が声を出し続ける、発信し続ける。
福島のセンター会員は全員が全国を歩き回ら
ないとダメだよと旗開きでも言った。
　いずれにせよ去年１年間の必死になった闘
いで３・11 の闘いや診療所建設も絵空事で
はなく、実際に手の届くところにあると言え
るところまで来た。その実現のためにも労働
運動の拠点建設に勝利していきたい。

（インタビュー原稿に加筆・修正をいただい
たものです。）
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 労働組合に責任を取ることとは、
 職場の闘いに徹底的にこだわること

　福島の交流センター旗開きでも議論になっ
たし、『月刊労働運動』１月号の辻川さんの
アピールでも郡山工場が出ていて、あらため
て自分の職場の位置付けを感じました。最初
は動労千葉、動労水戸と並べられるのに非常
に違和感があった。というのは、職場で交流
センター派を称しているのは自分一人だけだ
し、闘いのスケールも比べて全然小さい。で
すけど、よく考えてみれば、組織の大きさと
か力量とかには関係のないところで、時代が
郡山工場をそういう位置付けにしている。そ
れを見逃さず、路線の中に位置づける交流セ
ンターの労働運動の捉え方はまったく正しい。
確かに今、福島における反原発闘争には拠点
職場や組合が必要だ。それと同じく、労働運
動を甦らせる、国鉄労働組合を甦らせるため
の突破口がどこかといったら、郡山工場支部
のような気がする。
　辻川さんは交流センター派として労働組合
に拠点をもつことが必要だという。そのため
に労働組合に責任を取らなければならないと。
本部や体制内指導部を批判しているだけでは
なくて、日々の資本との闘いの先頭に立つ。
それプラス組合の運営。労金とか遅刻したや
つの面倒を見るとか。そういうのを含めてちゃ

んと責任をとる。ただそれは体制内運動でも
やっていること。われわれが彼らと違うのは

「階級的労働運動路線」だということ。それ
は今の体制内指導部のように限られた範囲の
職場・組合の利益ではなくて、動労千葉がやっ
ているように、外注化阻止の闘いを非正規労
働撤廃の闘いとして組織をかけてやる。ある
いは動労水戸のように被曝労働に反対し、組
織をかけてストライキをやる。このような運
動は組合員にとっての経済的利益は何もない
わけですから、それを労働者階級全体の利益
のためだといって自分たちの組織をかけてや
る。それが階級的労働運動ってやつだと思う。
　もうひとつ言えば、体制内指導部は、資本
との闘いの最前線から最後は召還する。同じ
職場闘争でも資本との直接対決、処分が出る
ような、組織の存亡をかけるような、労働者
の人生をかけるような闘いになった途端に召
還して、最後は、裁判闘争や行政闘争や国政
選挙で一票入れろという選挙運動に流れる。
うちは社民党や共産党支持の役員も多いんで
すけれども、職場で闘っても勝てないと言う
んです。労働者が勝つためには社会全体を変
えないとダメ。だから選挙なんだと。私もあ
る意味で同じ考えです。しかし社会全体を変
えるためにこそ、たとえ負け続けるとしても
職場闘争に徹底してこだわることが必要だと
思っています。世の中が変わるということは、
そこで暮らす労働者の中身が変わらなければ

国労郡山工場支部を
階級的労働運動の拠点に

橋本 光一　国労郡山工場支部書記長
聞き手・構成　編集部



9月刊労働運動2012年２月号

成立しない。やっぱり職場での闘いを 365 日
やるなかでしか労働者は変わっていかない。
チラシ読んで演説を聞いて選挙で一票入れる
かもしれないけど、その労働者の中身が変わ
るわけじゃない。社会変革は選挙で勝って国
会議員の多数を占めることだという考えは、
辻川さん曰く、世の中を牛耳っている１％が、
資本家から共産党に変わるだけなんだよと。
それでは世の中変わらない。まったくそのと
おりです。

 外注化阻止の失敗を教訓に、
 放射線対策要請行動に取り組む

　支部として独自に工場内の放射線を測定
し、それを基に要請書をつくって総務科に
持って行きました。そもそも国労の労働協約
では、支部と総務科の交渉窓口はないので、
門前払いはわかっていたんですけど、窓口担
当の役員に前段にアポを取りに行ってもらっ
た。「放射線対策の件で要請に伺います。『お
願い』ですから交渉ではないんで受けて下さ
い」と言ったら、「そういうルールがないん
で受けられません」、協約上規程がないから
と言いつつ「一社員としての立場で来られる
のであれば、お話は承ります」と。それがア
ポ取りの結果。で、議論しました。内容が伝
わればいいわけだから一社員として行くのも
いいんじゃないかという意見。もう一方では、
大きな問題だから個人的に話に行っても成果
は上がらないだろうという意見。例えば過去
には強制配転のときにその人の家庭事情なん
かを説明しに行くとか、遅刻したときとかは、
個人という形で行って、やり取りをして、結
果的に改善される場合もあるわけです。でも
放射能対策だと、支社と地方本部の団体交渉
では「国の定めた区域以外は対策の必要はな

い」の一点張りですから。個人的に行っても
どうしようもない。だったら最初から組織を
名乗って行って、門前払いでもいいんじゃね
えのって。組織を出してやらないとチラシに
書いたりできないしという意見。俺は後者の
意見だったんです。じゃあ、それでいいんじゃ
ねえということで「国労郡山工場支部として
来ました」と行って門前払いされるわけです。
10 分ぐらいは話を聞け、聞かないでやりあ
いをして、最後は施設内での無許可の組合運
動みたいな話になるわけです。このまま行け
ば処分だぞみたいな雰囲気になるわけです。
そこは退くんですけど、とにかく「『お願い』
ですから。『お願い』事があれば何度でも参
りますので」と言って帰るわけです。
　なぜそれをやったか。成果がないのに何回
でも行きますよというのはなぜかというと、
２年前に職場に外注化提案があったときに、
外注化阻止のために外注会社労働者に対して
の技術指導の非協力をその職場の組合員に対
して支部として提起したんですよ。動労千葉
の線見拒否闘争みたいな感じで。そのときに
現場の組合員にさんざん言われるわけです
よ。「外注労働者に『教えて下さい』って頼
まれてるのに、『教えねえから』って人情と
して普通できねえだろう」と言うわけ。「ま
してや力関係からすれば結局外注化されるわ
けだから、何にも教えねえまま外注化されて
車両故障起きたらどうするんだ。それこそ技
術者としてはまずいんじゃねえ」。100 パー
セントこういう反応。これは考えてみればそ
うだという。「人は気持ちでは動くが、理屈
では動かない」と言う先輩がいました。やっ
ぱり職場の雰囲気というのがあって、当時、
外注化反対でやっていたのは、組合としてチ
ラシまきと団体交渉ぐらい。だから現場闘争
というのは何もなかった。反合理化の現場
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闘争というのはそんな甘いものではないで
しょ。動労千葉の闘いを見てもわかるとおり。
処分覚悟、それこそ他労組の組合員とのやり
あいもふくめてすごい修羅場になる。そのな
かで非協力という強硬な手段も取れる。当時
は俺ら役員はそんな腹は全然決めてなくて。
役員自体が総務科とも支社ともやりあってい
ない。団交でバチバチやるぐらいで。現場の
管理者と支部、現場の管理者と分会が外注化
をめぐって火花をちらしているという雰囲気
ではまるでない。そういう状況の中で、ぽっ
と組合員に職場闘争をやれと提起したところ
で無視されるのも当たり前だ。俺らが何にも
やらなくて、組合員にだけ苦労をしろという
話にはなんねえよなと。そういう総括の下に、
この問題は成果がなくても役員が率先して総
務科とやり合うことから始めようと。そうし
ないと組合員は動かない。それがこのことを
やる意義だというあたりで始めるんです。

 組合組織の中に、交流センター派と
 して立つ

　積極的に組合の役員として交流センター派
でやって来たということではないんです。積
極的に交流センター派の運動を、組合機関の
中に提起してきたわけではない。一個人の運
動として別にやってきた。しかし、４・９政
治和解以降はそのままではいかなくなって、
直接、交流センター派的な主張を組合組織の
中で始めるわけです。
　分割・民営化反対闘争があって社会党右派
が脱退して、残った社会党・協会派と共産党・
革同指導部は、最初のうちは頑張ってました
よね。だからそういう路線に乗っかってやっ
てきて、４党合意で指導部がダーっと右旋回
する中で新社会党が出てくるじゃないですか。

今度は新社会党路線にのっかってやってきて、
で、彼らが４・９政治和解でこける。首切り
撤回を言わなくなったから、それ以上は俺も
譲れねえなというところですかね。もう乗っ
かるところもなくなっちゃったし。そういう
点で言うと非常に受け身的なんですけど（笑）
あとは自分を出すしかないよなっていう。そ
ういう話です。
　支部大会スローガンに「今後も闘争団の仲
間を支えよう」と入れようとしたけどダメで、
折
せっちゅう

衷案で方針本文に「物資販売の協力などは
そのつど議論しながら行う」と入れた。とい
うように４・９以降のスタンスは、自らの考
えを遠慮せずに機関に反映していくことを
やっています。４・９以降はそういう意味で
組織に対して主体性を発揮してるんですけ
ど、その前はそうじゃないんですね。
　組合運動は 28 年くらいやってますけど、
さっき言った労働組合に責任を取るという観
点から言うと、労金とか共済とか、いろいろ
な世話役活動もやってきたつもりだし、機関
紙つくったり、会議とか集会にはきちんと行っ
てたし。その反面、交流センター的な活動で
求められることでやれていないことはいっぱ
いあった。そういう面では地味にやってきた
と思うんですけどね。ただ自分で思うんだけ
ど地味は地味だけど、辻川さんが言うみたい
な組合に責任を取るという気持ちは常にあり
ました。
　
 やることはひとつ、階級的団結力を
 つくること
 ――青年部時代の強制配転反対闘争

　資本と労働者の関係というのは結局、力関
係だ。労働者にとっての「力」は、言いかえ
れば「団結力」。団結力は組織の質であるし、
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質というのは階級的労働運動、マルクス主義
という質と、あとは量。組織人数ですよね。
それしかないっていうのがありますね。社民
党や共産党支持の人は、国政選挙で勝つとか、
労働者に有利な法律をつくるとかで労働者に
有利な政治力をつくると、それもありますけ
ど、やっぱり頼るは団結力ですよね。
　ひとつの例ですけど俺が青年部だった頃で
すから十数年前か。強制配転が事前通知され
たんです。その頃は分割民営化の後で、労務
管理がまだまだ厳しかったときで、やるとす
ればチラシまきくらいしかできなかった。で
も、義理人情からすれば、今までと同じこと
じゃ済まねえだろう、この人のために１ラン
ク闘争をエスカレートさせねばと、じゃあ工
場の前で座り込みをやるべと。あの当時は大
変なことだったわけです。支部としてもそう
いう経験はない。実力闘争に近いものがあり
ますから。みんなで年休をとってやるべと。
で、やれそうになった。30 人ぐらい年休を
確保して。そしたら会社はかぎつけて取引し
ようとしてきた。総務科との窓口担当の役員
が青年部の会議に来て、「今総務科に言われ
たんだけど、『もし座り込みをやめるんだっ
たら配転をやめる』と言っている。『もしや
るんだったら出すぞ』と言っている。で、そ
この青年部の会議では「座り込みはやめましょ
う」となった。でも配転当該の青年部員が「や
めないでくれ」って。「俺はもう家族で話し
合って腹を決めたんだ。ここでやめてこれま
でつくってきた青年部の団結を壊すのはイヤ
だ」と。配転は２年過ぎれば帰ってこれると
いうやつだったんで、「２年後に帰ってくる
ときに、工場に戻せと一生懸命やってくれ。
それでいいから」と言われて座り込みを強行
するんですね。結果的に配転はされなかった。
結局、裏取引とか会社はやるときにはやるし、

やらないときはやらない。だって絶対的に力
はあっちの方が上なんだから。でも青年部の
団結力はあなどれない。配転を強行したら後
が怖い、安易にやれないなと思ったと思う。
そういうのが力関係だと思うんだけど。
　その何年か後、90 年代終わりにまた強制
配転がありました。青年部としたら過去に成
功した頭があるから、またあの路線で行こう
と。チラシまきがんがんやって、座り込みを
計画して。それにプラスしてエスカレートさ
せようということで、当該の両親を呼んで直
接交渉させた。また、青年部部員が全員ボウ
ズにする。パフォーマンスだよね。あとは当
該の管理者の住む地域にチラシまきをしたり、
個人的に管理者に直訴しに行ったり、青年
部はあの当時で 50 数人。飛び抜けてました
よ。みんなそんなことできなくなった時だか
ら。その当時の青年部を指導してた役員が中
野洋さんと交流があった。義理人情の強い人
だからね。それだけやれば配転は止まるだろ
うと思ってたんです。でも結論は配転に出さ
れちゃう。で、総括が「力」ではダメなんだ
なとなるわけです。で、そのときの青年部の
活動家は 2003 年くらいに脱退しちゃいます。
義理人情も絡んでましたから 40 人ぐらい連
れて。当時組合員は 100 人いたから４割連れ
ていっちゃった。展望を東労組に見出すんだ
よね。第一組合の中で改善運動をやろうとい

Ｊ
Ｒ
郡
山
工
場
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特集　３・11福島大闘争へ

う。少数派じゃダメなんだと。今彼らがやっ
ていることは配転の計画があると配転者を組
合が選ぶというか結果的にそういうこと。家
庭環境を公平に判断して、この人が行った方
がいいとかって。自分らとしては正しいこと
をやっていると思ってる。でもそれは違う
じゃないですか。配転そのものがおかしいわ
けだから。体制内労組指導部というのは、せ
まい範囲での利益を求める考え方、青年部の
組合をやめた人たちもそういう考え。それで
は労働者を裏切ることになる。この辺が労働
者全体のためのという、階級的団結力の「階
級的」というところの意味なんだなあと。

 「当たり前」な運動の着実な実践と、
 先駆的な意識が拠点をつくる

　３・11 反原発２万人集会の成功や、外注
化阻止という課題も、国労を甦らせるという
課題も、郡山工場が目玉だと俺が思う必要が
ある。自分がそこにいるわけですから。客観
的にそうだということとは別に、そう思う必
要があるなと思っています。そして思うだけ
じゃなくて実際に、３・11 集会への動員や、
外注化反対の取り組みを着実に一つ一つ積み
上げていく。加えて、労働者が主人公の社会
に変革していくということでは、マルクス主
義を入れるということもやっていく必要があ
る。具体的に今考えているのは、放射能問題
や偽装請負の学習会です。そういう、昔の国
労だったら当たり前と言える組合運動の積み
重ねが、福島の闘う労働者の拠点を形成する
過程であると思います。
　そのためにさらに必要なのは、福島労組交
流センターの渡辺代表のように（「世界の渡
辺」を自称し、福島県内はもとより全国をか
け回る）、みんなより一歩先に行って引っ張

るという意識。動労千葉の組合員のように、
俺は別に過激派だと言われようが、労働者の
歴史を切り拓いているんだという意識。郡山
工場の労働者にそういう意識を持ってもらう
ために、もっと話したり酒飲んだり、ひとり
ひとりとやることじゃないかなと思う。
　新規採用者とは飲み会をやるんですよ。毎
年 15 ～ 16 人入ってくる。「何か不満とかあ
るのか」とか聞くと「別にないです」「給料
安くねえか」「安いですけど他と比べればマ
シだと思ってます」「偉くなりてえとかある
の」「いや別に。大変ですから」「じゃ何か夢
とかあるの」「平穏無事に楽しく過ごせれば
いいです」って。ほとんどがそう。でも心の
底から言ってるようには思えない。酒飲むと
いってもだいたい１回きりですけど。じゃあ
２回３回飲んだら青年の本音が聞けるのかと
いうとそうでもなくて、それは交流センター
の青年労働者たちが言うように苦労を共にす
る中でしか本当の団結は生まれない。青年と
一緒に闘って苦労しねえとダメでしょうね。
だから放射能問題は大事だと思っています。
平成採は子どもも小さいので県外に避難して
遠距離通勤してる人も多いです。あと外注化
阻止。だんだん職場をせばめられて。そのう
ち外注職場に出向しろと言われますよ。あと
新人事・賃金制度も、若手には大変な問題で
しょ。この闘いの中で団結をつくっていきた
い。だけど、酒飲みも全く成果がないわけ
じゃないんですよ。新採ってチラシの受け取
りが悪いんです。でも、酒おごってもらった
のに受け取らねえわけにはいかないと思うで
しょ、組合運動って何をやるにしても、良き
につけ悪しきにつけ義理人情からは逃れられ
ないですよね。（笑）

（インタビュー原稿に加筆・修正をいただい
たものです。）
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　私は 7 月 15 日付けで、戸塚支店第１集配
営業課から横浜泉支店第２集配営業課に不当
にも強制配転されました。1975 年 4 月、戸
塚郵便局に入局以来 35 年以上も第一集配課
で日々集配の仕事をしてきて定年まであと５
～６年なのに、ショックであり、絶望感もあ
りました。35 年間築いてきた地域性や配達
先の知識などすべてが無となるのです。そし
て何よりも分会員との団結破壊です。
　「人事交流」＝強制配転は、97 年東京郵政
局で始まり、全国的に広がり年２回も強行さ
れました。98 ～ 2000 年まで近畿郵政局では
３年間で 5000 名以上、2007 年まで全国約３
万人に対して強行され、多くの自殺者や退職
者を出しています。「人事交流」が当局の言
う職場の活性化や人材育成が目的ではないこ
とは明らかです。人事交流は、労働者どうし
の横のつながりを弱め、労働組合の解体、団
結破壊を狙うものでした。一種の見せしめ的
措置で「管理者のいうことを聞かないと人事
交流される」という独裁的な管理主義がある
と言われ、支部役員や分会役員なども含まれ、
組合活動の基本にある支部・分会活動の機能
も停滞しています。
　 私は、職場での国鉄闘争の物資販売や集
会参加を分会員とともに行ってきました。そ
して、部会ビラや有志ビラ『闘い』を配布し
てきました。今年３月、分会員と「動労千葉
を支援する全逓横浜の会」を結成しました。
　郵政公社から民営化へと、当局は人事異動

と称して「人事交流」を人数的には少ないも
のの繰り返していましたが、今回は私を含め
保土ヶ谷ブロックで 15 ～６名の「人事交流」
があり、二度目の人もいます。
　私への「人事交流」の背景には、昨年の J
ＰＥＸ失敗による大幅赤字を正規職への年間
50 万円のボーナスカット、非正規職への雇
い止め解雇に責任転嫁する会社への怒りが充
満していることへの当局の危機意識と、分会
活動の活性化に努めてきた私と分会員の団結
への恐怖があります。
　非合理的、非民主的で職員のプライドやや
る気を奪う施策、「人事交流」＝強制配転は
絶対認められません。これまでおかしいと
思っても声を出せない労働者、配転先で慣れ
ずに病気になった組合員や、退職した労働者
の怒りとともに地労委闘争を闘います。　
　
 いよいよ地労委始まる
　 昨年 11 月 21 日、私の郵便事業（人事異
動）不当労働行為事件の地方労働委員会が始
まりました。労働委員との今回の申立につい
ての話し合いの場で、労働者委員（高橋・富
士フィルム労働組合副執行委員長）は、人事
異動は「スキルアップになり良いのでは」と
か「民間会社では転勤はあたりまえ」とまる
で会社側の感覚なのには怒りを感じました。
また、職場の団結と労働組合の問題、集配業
務については、会社側の答弁書を基にした質
問や意見でした。会社側の答弁書では、戸塚
支店の正職員 99 名に対し、220 名以上の非
正規職員がいます。この地労委闘争で補佐人
を含めた「動労千葉を支援する全逓横浜の会」
の拡大と、移動先の横浜泉支店での仲間（団
結）をつくり、郵政非正規ユニオン「支える
会」の会員や組合員を組織する糧となるよう
に闘います。

「人事交流」＝強制配転を
許さず、組合員の怒りと
ともに地労委闘争を闘う

動労千葉を支援する全逓横浜の会
佐藤 正則
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闘う合同・一般労組

 新たな分会結成！

　群馬合同労組は、昨年 10 月、前橋市のＡ
という会社で新たな分会の結成を勝ちとりま
した。現在、管理職含めて 20 名弱の職場で
13 名（退職者１名含む）が、群馬合同労組
に加入、管理職と新入社員以外ほぼ全員が加
入するに至っています。
　そもそものきっかけは、Ａ社の社員Ｂさん
が、社長・専務から退職強要・パワーハラス
メントを受けたと、群馬合同労組に相談にやっ
てきたことでした。Ａ社の社長は「ワンマン」
で、専務も社長の息子です。これまでも多く
の労働者が不当な仕打ちを受け、あるいは愛
想を尽かして去っていったといいます。就業
規則も見れない、労働条件明示義務も果たさ
ない、３６協定なしに残業をやらせ、時間外
賃金も払わない、達成困難な営業ノルマを押
し付ける、気に入らない社員には嫌がらせや
恫喝が繰り返される……社長と専務は今度は

Ｂさんに攻撃を始めたのです。Ｂさんは精神
的に追いつめられ、「胃腸炎（過敏性腸症候
群）」を患い、休職のやむなきに至ります。
それでも飽きたらずに会社は嫌がらせを続け
ているというのです。
　しかし、こうしたＢさんに対する退職強要・
パワハラとＡ社のでたらめな労務支配を許せ
ないと思っている仲間がいました。特にＣさ
んは「こんな状況は許せない。私も群馬合同
労組に加入して闘う」と決断してくれました。
ばれないように、組合をつくろう、群馬合同
労組に加入しようという組織化が始まります。
　組織化はぐいぐい進みました。組織化の力
になったのは特に女性のパート労働者たちで
した。みんな、社長と専務に対して積もる怒
りを抱いていたのです。そもそも若い女性た
ちは学校を卒業しても、まともな就職ができ
ません。やる気も能力もあるのに、こんな会
社の、非正規労働者にしかなれない、それを
社長は「どこにも採用されないお前らを、俺
は使ってやっているんだ」、そういう態度だ
といいます。また 50 歳を超した女性パート
労働者たちは、労働組合を知っていました。
闘う労働組合は必要、というのです。ここで
団結の核ができました。集まって、社長は許
せない、専務も許せない、そういう思いを、
一つ一つ共有していく中で組合員が増えてい
きました。ここで分会結成。社長や専務の報
復が怖い、と、たじろいでいた労働者も加入
を決断してくれました。
　組合の通告は昨年 12 月１日。13 名連名で

女性パート労働者を軸に
ひとつの職場から13名が組合加入

清水 彰二　群馬合同労働組合 書記長
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闘う合同・一般労組

組合の通告と、就業規則とすべての付属規程
を開示しろという要求書を専務に手渡しまし
た。専務はしばらく呆然とした後、社長に連
絡、少しすると出かけたはずの社長が飛んで
帰ってきました。
　しかし社長と専務は、こんなことで反省す
るような人たちではありません。女性組合員
をつかまえて「何で組合に入った？　いいこ
となんてひとつもないぞ」と脅したり、「今
後は仕事の内容が大きく変わるかも知れな
い」などと報復をにおわせたり、分会長に就
業規則を社外の人間に見せたら懲戒処分にす
ると脅したり、といった組合破壊の言動が続
きました。
　分会の仲間は、どうしたらいいだろうか、
このままではさらに不当な人事上の攻撃も予
想されるという状況の中で、労働委員会に「不
当介入」をやめ「ポストノーティス」を求め
る不当労働行為救済申立をすることを決めま
した。名前を出す、証言をする、それぞれま
た決断するのに勇気のいることでしたが、や
ろうと決めました。闘いは始まったばかり、
山あり谷ありの道のりですが、労働組合とい
う武器をつかって、職場に団結をつくりだす
挑戦が始まりました。

 「労働組合とは闘うための組織」

　群馬合同労組にとっても労働委員会への申
立は、今回が初めてです。新たな分会の仲間
と団結して、勝利を勝ちとっていく、労働組
合としての真価が問われます。そもそも団結
権とは何か？　労働組合とは何か？　今回労
働委員会についていくつかの解説本を参考に
しましたが、ほとんどは憲法から始まります。
労働者が労働組合をつくる権利は、憲法 28
条で保障されている、と。しかし私たちが今

はっきりさせなくてはならないのは団結権は
法律で保障されているからあるのではないと
いうことです。「労働組合とは何のためにあ
るのか。それは闘うための組織だ。つまり労
働者が資本と闘うために労働組合は必要であ
る」（『甦る労働組合』）ということです。闘
わなければ労働者には未来はない、だから労
働組合をつくり、団結して資本と闘おう、と
いうことです。国鉄分割・民営化と新自由主
義によって階級的な労働組合と団結はズタズ
タにされています。しかし労働者の怒りはあ
ふれている。闘う意欲もある。これを形にす
る力が私たちに求められています。2011 年
の闘いは、2012 年の飛躍の準備をやりきる
ものでした。国鉄を先頭とする４大産別の闘
いを軸にしながら、労働組合をすべての産別、
すべての職場に組織する、そういう大胆な闘
いが求められています。仲間のみなさん、と
もに頑張りましょう！
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３・18 八尾北・西郡決戦に総決起を
八尾北医療センター労働組合　灰垣 美佐子

いうことです。
　ここが大事だと思います。
新自由主義の手口はウソとペ
テンをまきちらし、気づいた
ときには団結がずたずたにさ
れています。だから絶対反対
の闘いが登場することで敵の
狙いを暴き、団結と闘いを求
める労働者の結集軸となるこ
とができます。

 病院廃院攻撃粉砕＝道州
 制・橋下打倒へ

　私たちはこの間、さらに路
線的深化を勝ちとってきまし
た。1982 年から始まる地対
協路線（旧総理府・地域改善
対策協議会による答申攻撃）
は、部落解放運動の解体をと
おして解放運動と一体で闘わ
れてきた自治体や全逓、さら
に教労の労働運動―労働組合
の解体として30年間にわたっ

体の労組破壊―新自由主義攻
撃と完全に一つの攻撃であっ
たということです。新自由主
義攻撃と闘う新たな解放運動
―八尾北・西郡決戦を４大産
別の労働運動の組織化そのも
のとして闘おうということで
す。
　八尾北労組はこれと一体
で、2005 年「自主運営」も
また民営化攻撃であり、大病
院―解同本部の乗っ取りを粉
砕した地平から直ちに八尾市
との民営化攻撃に決着をつけ
る闘いに打って出ることが求
められていたと路線的総括を
勝ちとってきました。
　３名の渾身の決起とどこま
でも生き死にを共にし、西郡
更地化―住宅追い出し、病院
廃院攻撃粉砕＝道州制・橋下
打倒の闘いに決起していきま
す。八尾北労組の団結をうち
固め労働運動の拠点労組とし
て飛躍し、西郡 1000 名建設
と地域ソヴィエト建設に向
かって闘います。全国の闘う
仲間のみなさん、３・18 西
郡の地へ全力決起を呼びかけ
ます。（集会要項次号）

――女性部から――女性部からひめじょおん

 西郡の更地化・廃村攻撃
 を許さない！

　八尾市は昨年 12 月１日の
住宅明け渡し裁判の最高裁で
の上告棄却を受け、１月 20
日付けで辻西さん、田中さん、
岡
おかむら

邨さんに対して「30 日以
内に住宅を明渡し、全ての鍵
を返還」せよ。「未払賃料及
び損害金を」払え。「明渡し
がなされない場合は、強制執
行により退去いただく」とい
う通知を送りつけてきました。
あらためて怒りがふつふつと
沸きあがってきます。
　しかし追いつめられている
のは国と八尾市です。組合員
でもある３名の仲間と新たに
明渡し裁判の提訴に立ち向か
う供託者 11 家族の不屈の決
起、八尾北医療センター明渡
しと闘う八尾北労組の闘いは
大恐慌と革命の時代に生き残
り、破綻した新自由主義の道
州制攻撃の凶暴で危機的な姿
を浮き彫りにしました。労組
破壊・団結破壊を通した住宅
追い出し、病院廃院、小中学
校の統廃合などすべてを奪い
つくし生きることを許さない
西郡の更地化・廃村攻撃だと

て激しく進行してきま
した。大阪市労連・中
村委員長の橋下への平
身低頭は地対協路線と
闘えなかった解放同盟
の姿でもあります。ま
さに第二臨調での国鉄
分割・民営化攻撃と一

新年団結旗開きに 110 名（１月
14 日　八尾北医療センター）
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動労千葉労働学校で学ぼう ！

第 11 期労働学校日程

■基礎講座
　２月 18 日（土）　13：00 ～
　◆現代の帝国主義
　◆講師　島崎光晴 ( 経済問題研究家）
■実践講座
　２月 25 日（土）　13：00 ～
　◆裁判員制度と改憲
　◆講師　高山俊吉（弁護士）
■場所　
　ＤＣ会館（ＪＲ総武本線「東千葉」駅前）

　12 月 24 日に行われた第 11
期労働学校実践講座第５回

（テーマ「社会保障制度改悪と
の闘い」　講師　山部明子）の
受講生の感想文を紹介します。

●合同労組組合員
　ＴＰＰで農業が破壊される、
医療も破壊されると話題に
なった頃、関税をなくすこと
でそういう事態に行きつくメ
カニズムがいまいちわからな
かったんだけど、なぜ関税を
無くすのかとか、その他の条
項の目的とか考えると、要は
資本の利益を守るという背景
が見えてくるようになった。
すべてを金儲けのネタにして
いく資本主義の本質が軍事に
まで行き、日々人を殺してい
る。それで潤う人間がいる！

（中略）投資家の利益のため
に国家が訴えられるという、
もはや体制の崩壊そのものだ。
その先にはむき出しの資本主
義の本性、奴隷社会、いや死
の社会が待っている。闘わね
ば！
●合同労組組合員
　「社会保障を収奪機構に変
える新自由主義」というタイ
トルそのままの現実に怒りが
わきます。薬を必要としてい
る人がいるのに、金儲けにな
らないからつくらない、高く

売りつけるために買
い占めるとか、許せ
ない現実ばかりだ。
　社会保障解体を現
場の闘い、労働運動
の力で変えること―
この現実の闘い、実
践としてＡ病院の闘
いはすごい闘いだ

（中略）。
　現場 ( 労働者 ) の
団結に依拠して闘う
ということの大変さと、しか
し資本や組合幹部と闘う中
で、団結を強化していること
が生き生きと語られて、感動
した。Ａ病院の闘いの教訓や
地平は、動労千葉の闘いと
同じように普遍的な教訓がつ
まっていると思います。路線
は観念的につくるのではな
く、現場の労働者との討論や
闘いの実践の中でつくられる

（中略）
　年休ストを闘って、現場を
パニックにさせて、逆に空気
が入っていること、自分たち
が職場を回している実感をつ
かんでいるのはすごいと思っ
た。
●動労千葉を支援する会会員
　年金の削減や介護保険等が
単なる財政政策ではなく労組
破壊、民営化、非正規化攻撃
の武器として新自由主義攻撃

としてかけられているという
ことがよく分かりました。
　社会保障の切り捨てによる
新自由主義攻撃に対して、社
会保障すら出来なくなった資
本主義に最大の問題がある

（中略）
　Ｂさんの闘いの話（中略）。
聖職者論を「自分の人権守れ
ない奴が患者の人権守れる
か」でひっくり返したという
のは、教育労働運動にとって
も重要だと思った。全労連と
のたたかいは、労働運動の主
体は労働者なのか、党なのか
をめぐる闘いのように感じま
した。電子カルテをめぐる闘
いは、社会保障の職場を金儲
けのための大合理化が始まる
中でのまったく新たな医療産
別における反合闘争の路線を
つくる闘いだと知って感激し
ました。



18 月刊労働運動2012年２月号

　2012 年、国鉄決戦と反原発・反失業で階
級的労働運動の復権を勝ちとろう！　すでに
この闘いはＪＲ４月全面外注化との熾烈な闘
争として猛然と火を噴いています。動労千葉
青年部、動労水戸の青年の決起に続き、2000
万青年労働者が階級的団結を奪い返すならば、
日本階級闘争の巨大な扉は押し開かれます。
　今こそ各地域センター、産別部会は、具体
的・実践的に闘いを始めよう。各地で設定さ
れている青年集会・春闘集会こそ、青年隊列
をつくりだす決定的なチャンスです。青年集
会・春闘集会を大成功させ、ＪＲ４月全面外
注化阻止、反原発・反失業の 12 春闘を実現
しよう！

 青年労働者に階級的団結を生みだそう
　2012 年、いまや世界中で青年労働者が先
頭に立ち、革命に立ち上がっています。腐り
きった資本主義社会を打破して労働者の「自
由な国」をつくる一切の力は、青年労働者の
階級的団結をつくり出す中にあります。
　2000 万青年の多くは、74 ～ 5 年恐慌以降
に生まれた世代です。74 ～ 5 年恐慌で資本
主義の命脈が尽き果て、帝国主義各国は延命
をかけて新自由主義政策に転換し、日本帝国
主義は国鉄分割・民営化を頂点に、徹底的に
労働者の団結、労働組合を解体しました。
　青年労働者は生まれたときから、新自由主
義による非正規職化のすさまじい競争と分断
の中を必死に生き抜いてきました。今日、日

本の青年労働者は徹底的にバラバラにされ、
階級的団結をまったく知らない状態にあるこ
とをいったんは見据える必要があります。 
　しかし青年は３・11 以降、闘いの中で「階
級的団結を復権することは絶対にできる」こ
とを実証しました。階級的団結とは、「階級
全体と自分との関係」での変革を勝ちとるこ
とだと、交流センターに結集する若者自身が
闘う中でつかんできました。「相手と自分と
の関係」だけで考えて、知らず知らずの内に
自分の変革からは身を引き、相手のみに変革
を要求するような、「自分に都合のいい団結
の押し売り」を越えて、闘いの中で階級的団
結を生み出すのがマルクス主義です。
　こうしたことを必死にジリジリと実践し、
失敗をしてもマルクス主義の原点に立ち返り
総括すること通して、階級的団結の復権は絶
対にできるということを、青年自身がつかみ
取ってきたのです。

 青年獲得を最大の課題にしよう
　昨年、各地の青年集会における労組青年部
としての結集、そしてこれを通した 11 月集
会への組合旗を持っての結集という、決定的
な前進が勝ちとられています。「青年集会は
青年の集会」というあり方ではなく、地域セ
ンターの最大の課題として青年獲得を据えた
ことで、青年労働者の獲得、指導部の建設は
圧倒的に前進したという総括が報告されてい
ます。

各地区青年集会・春闘集会を大成功させ、ＪＲ４月全面
外注化阻止、反原発・反失業の大闘争を実現しよう
――交流センター青年部の本格的建設へ！

赤羽 進彦　全国労働組合交流センター青年部長
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　この教訓に習い、全国各地で青年集会、春
闘集会が闘い抜かれます。各地域センター、
産別部会が一丸となって青年の組織化を闘い
とる準備は、すでに整っています。

 闘う春闘から労組青年部の復権を
　そして青年集会・春闘集会を、「集会のた
めの集会」ではなく、具体的な職場の課題に
対して、春闘として真っ向から対決する労働
運動を創り出すこと、その中で労組青年部を
復権することが決定的に重要です。
　３・11 情勢の下、労資の非和解性は明確
になっています。だからこそ階級的労働組合
は、現場で起きる問題を全面的に闘うことが
求められています。経団連や日帝ブルジョア
ジーはぼろ儲けの算段をしながら、さらに「ア
ジア並みの賃金を！」と叫んでいます。この
大攻撃が、昨年以上に吹き荒れるのは間違い
ない情勢です。
　定期昇給を巡る攻防一つとってみても重要
な闘いです。これも 〝非正規職を切り捨て、
正規職だけが享受する定昇〟ではなく、〝非
正規職を撤廃するための、正規・非正規の闘
いとしての定昇〟としなければなりません。
　職場での反原発闘争もそうです。どこの職
場でも放射性物質は降り積もっています。資
本はこれを「１円の儲けにもならない」と、
見て見ぬ振りをしている。この結果もたらさ
れるのが被曝労働です。一切の真実を職場で
暴き、反原発・反失業を一体で、全労働者の
未来をかけた闘いを組織するならば、絶対に
勝利することができるのです。

 マルクス主義が武器
　だからこそ、マルクス主義の復権、それに
もとづく時代認識と路線が決定的に重要です。
青年を先頭に、マルクス主義の学習を 2012

年の第１
級のテー
マにしよ
う！
　ここま
で団結が
バラバラ
にされたのは、資本家階級の攻撃が激しかっ
たからだけではありません。資本と結託した
体制内労組幹部の裏切りによって労働組合が
無惨なまでに変質させられ、スターリン主義
や社民によってマルクス主義が徹底的に歪曲
されてきたからです。
　だから、本物のマルクス主義を青年の手に
取り戻す必要があります。体制内幹部の批判
だけではなく、私たち自身がマルクス主義で
武装し、労働者階級の闘いを個々の狭い職業
的利益の追求にのみ流し込むようなあり方と
決別し、階級的労働運動を実際に実現するこ
とです。

 新たなリーダーを生みだし、交流セン
 ター青年部の本格的建設を！
　拠点建設と青年労働者の組織化を実現する
ために、各地域センター、産別部会は直ちに
実践を開始しよう。青年労働者の組織化を全
体の力でやろう。それを通して職場の状態が
具体的に把握され、何よりも職場全体、労働
運動全体に責任を取る自分自身の日常的あり
方も点検されるのだと思います。絶え間ない
青年の組織戦は、11 月集会１万人結集に向
けた、地道でありながら壮大な闘いです。
　こうした闘いを通して、新たな若いリーダー
を生みだそう！　春闘集会、青年集会を成功
させ、ＪＲ４月全面外注化阻止から、反原発・
反失業大闘争へ！　2012 年、交流センター
青年部の本格的建設をやりぬこう！

広島青年労働者集会には全国から 270 人
が集まった（昨年８月７日、広島工業大学）
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 ３・11 で時代は変わった
　まずはじめに、昨年 1 年の全国の仲間の奮
闘、とりわけ被災地の仲間の皆さんの献身的
な闘いに心から敬意を表したいと思います。
３・11 でガラっと価値観が変わり、「人間如
何に生くべきか」が真に問われる時代に入っ
たと言えるのではないでしょうか。

対当局・日共で鍛えられた習志野の仲間
　習志野市について簡単に紹介します。習志
野市は千葉県北西部にある、人口 16 万人ほ
どの小さな市です。労働組合は自治労連（日
共系）に属し、全労連（日共系ナショナルセ
ンター）の議長を輩出したこともある組合で
したが、長年にわたり、当局と日共執行部の

「労使協調」をぶち破って闘い、毎回役員選
挙でも激突して団結を広げてきた結果、闘う
仲間が前進する一方、日共執行部は職場の仲
間からも「御用組合」と呼ばれ、見放されて
います。

 正規・非正規の決起で雇い止めをはね返す
　一昨年、長年（長い方は 20 年以上）勤務
してきた「非正規」の「給食受取調理員」（給
食センターから学校に配送される給食を各ク
ラスに配膳する仕事）さんたちを全員雇い止
めにする、という大変な攻撃があり、これが
習志野の闘いのひとつの転機になりました。
６カ月毎の勤務延長を何十回も繰り返し、低
賃金で働いてきたのに、いきなり雇い止め！

「これからどう生活していけばいいのか」「本
当はとっくに正規にしていなければならない

のに、それをサボってきた当局が今になっ
て何を言うか」　当人たちは怒りで一瞬頭が
真っ白になったといいます。そのうえ当局は

「用務員さんが受取調理員さんを手伝ってい
るのは衛生上問題があるので、受取調理員制
度を見直すことにした」などと、まるで用務
員さんが悪いからこうするんだ、というよう
なことを言ってきたため、用務員さんたちも
カンカン！　私たちがこの問題をビラで全庁
に訴えると「当局のやり方は人の道にはずれ
ている。現場の苦労もわからない連中がこん
なパワハラをやってくるなんて許せない」と、
怒りが巻き起こりました。この攻撃と闘うよ
う日共執行部に申し入れましたが、まったく
動かない。それどころか当局に一応話しに行
くも丸めこまれてしまう始末。
　「もう執行部なんか相手にしていられない」
正規労働者も非正規労働者も一緒になってビ
ラをつくり、当局と交渉し、最終的に「受取
調理員制度廃止」は阻止できなかったものの、
他の職場で勤務を継続する、など身分を保全
し、雇い止めを粉砕することができました。

 「動労千葉を支援する会・習志野」を結成
　この闘いを通じて「日共執行部に代わる職
場の仲間の団結体が必要だ」と痛感した職場
の仲間は、「まっとうな組合をつくろう」と
あれこれ議論した結果「動労千葉を支援する

「動労千葉を支援する会 ・習志野」 からの報告

菊池 晴知　習志野市職
「動労千葉を支援する会・習志野」呼びかけ人

動労千葉ストライキ支援に決起（１月 10 日　千葉）
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会・習志野」を結成することにしました。

 ３・11 の衝撃
　そしてついに「あの日」がやって来ました。
３月 11 日、仕事中に職場がグラグラっと揺
れ、みんな外に出ましたが、生まれて初めて
経験する大きな揺れ。携帯も通じず、公衆電
話には長蛇の列。当日は駅に溢れた「帰宅難
民」が近くの学校の体育館に殺到し、夜中ま
で職場で待機となった仲間も多くいました。

 被災地支援に行こう！　５月仙台へ
　こうした中、「被災地を応援しに行こう」
という意見が出され、職場でカンパを集める
ことになりました。こういう時はフットワー
クが命。手作りのカンパ箱で職場を回りまし
た。中には「市が正式に集めているカンパじゃ
ないから協力するな」なんていう不心得な管
理職もいましたが、「みんな大変な目にあっ
ているのに恥ずかしくないのか」とかえって
職場の仲間から総スカンをくらいました。
　集まったお金 11 万円と食べ物、日用品を
持って柏市や千葉の仲間と一緒に仙台に向か
い、無事渡すことができました。仙台の仲間
から「100 万仙台市民が一夜にして飢餓状態
に陥ったのはショックだった」「自分が生き
のびるのに精一杯で、原発事故のこともずっ
と知らなかった」など驚くべき話を聞き、南
蒲
が も う

生にある仙台市の施設では「屋上に逃げて
九死に一生を得たが、自分が乗ってきた車は
流されてしまった」と語る青年労働者を激励
することができました。震災から２カ月も
経っていたのに、道の両側には車がゴロゴロ
横たわり、まだ遺体捜索も行われていました。

 機関紙『風雲』を発刊
　「支援する会・習志野」の仲間が集まると

いろんな意見が飛び出します。「クソ面白く
ない組合機関紙に代わる本格的な職場新聞を
発行しよう」「ブログもやろうよ」というわ
けで、９月にブログを始め、10 月には職場
新聞『風雲』を発刊しました。「（元ネタは）『風
雲！たけし城』（86 ～ 89 年放映のバラエティ
番組）か？」なんて言う不

ふ ら ち

埒な（？）仲間も
いましたが、出だしは上々。職場問題を軸に、
国鉄大運動、反原発闘争などを盛り込んだ『風
雲』は職場の反響を呼びました。指定管理者
＝民営化された老人ホームで働く非正規の仲
間と一緒になって民営化の恐るべき実態を暴
き、当局にエアコンを設置させるという成果
も勝ちとりました。こうした闘いで団結を広
げ、昨年 11 月労働者集会には前年の倍の仲
間が参加してくれました。

 全面的民営化との闘い
　そして今、習志野市当局は、昨年 12 月「習
志野市公共施設再生計画基本方針（案）」を
発表し、124 施設を丸ごと民営化し、市で働
く労働者を大量に解雇し、非正規職の労働者
に置き換える攻撃に打って出てきています。
断固粉砕あるのみです。
　年明け早々、「日の丸・君が代」処分粉砕
闘争で大きな勝利があり、神奈川の仲間は１・
11 不当弾圧をものの見事にはね返しました。
危機にのたうつ野田政権、ファシズムで危機
を乗り切ろうとする橋下大阪市長など新自由
主義の「ショック・ドクトリン」をはね返し、
職場の団結を広げ、国鉄 1047 名解雇撤回、
外注化攻撃をはね返そう。原発再稼働を止め
て全原発をなくそう。2012 年を勝利の年に！
　最後にお願いですが、私たちのブログを是
非のぞいて見てください。（「動労千葉を支援
する会・習志野」で検索）
　トゥジェン！
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 解雇自由の非正規教員
　私たち日教組奈良市は 2010 年から２年間、
奈良市費教員Ａさんの解雇撤回闘争を闘って
きました。
　奈良市は 2007 年から市独自に採用試験を
行い小学校での 30 人学級担当と小中学校へ
の加配教員としての児童生徒支援教員を採用
してきました。しかし、身分は１年雇い止め
の非正規職で、毎年試験に合格しなければ翌
年の雇用が継続されないというとんでもない
ものでした。しかも、その多くは 10 年、20
年にわたって同和加配の常勤講師（人権教育
推進教員）として市に反復雇用されてきた人
たちだったのです。奈良市教委は、解放同盟
幹部の不正事件を契機に始まった解同バッシ
ングを奇貨として、これらの講師をいったん
全員解雇し、新たに採用試験を受けさせ、い
つでも解雇できる非正規職として再編したの
です。そのもとで、現実にＡさんが雇用継続
時の面接試験で「不合格」とされて解雇＝雇
い止めされるという事態が起きたのです。

 解雇撤回・継続時の試験制度撤廃へ
　私たちは、2007 年以降、市教委を追及し、
毎年だった任用継続時の試験を３年に１回に
させ、さらに１次試験免除、２次の面接のみ
というところまで改善を図る一方、森精機で
の非正規職撤廃の闘いから学び、2009 年か
らは「非正規職ではなく正規採用せよ」とい
う要求を組合として掲げてきました。

　それでも、Ａさん「不合格」の直後には執
行委員会の中にさえ「試験に落ちてしまった
以上どうしようもない。とにかく次の仕事（県
費講師）を保障させよう」という自己責任論
や例外的・個人的問題としての救済論でとら
えてしまう傾向がありました。試験での「不
合格」を解雇としてとらえることでの一致に
は徹底した議論が必要だったのです。
　執行委員会と講師部の仲間の合同会議の場
で、「これは他人事ではなく３年後の自分た
ちかもしれない」「いつ何を理由にして試験
に落とされるかと思うと１日だって安心して
働ける日はない」「試験制度が解雇の道具に
された」という怒りの声があがりました。日
教組奈良市が掲げてきた「ＡＬＬ ＦＯＲ Ｏ
ＮＥ！　ＯＮＥ ＦＯＲ ＡＬＬ！」の実践が
問われていました。熱い議論の末、労働組合
の存在を掛けて「Ａさんの解雇撤回」を市教
委に要求していくことを決定しました。非正
規職の仲間の解雇撤回を真っ正面から掲げる
ことは教組運動の中では例のなかったことだ
と思います。
　しかし、その後の市教委交渉では試験制度
を護持し非正規化を進める市教委の路線があ
らわになりました。「市民目線から、市費教
員の資質の担保と任用の公平・公正性のため
に試験は絶対必要」と主張し「試験をする以
上不合格者が出るのは当然のこと」と解雇を
居直る市教委に対し、私たちは「解雇撤回」
と解雇のための道具である「任用継続時の試

講師解雇撤回の闘いが切り開いたもの

―闘って、団結つくって、組織拡大―
増田 順計 日教組奈良市書記次長　
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験制度撤廃」を要求すると共に、４月以降の
当面のＡさんの仕事の保障（県費常勤の講師）
を要求しました。

 闘う労働組合として甦ることをかけた闘い
　ところが、2010 年春、市教委は、Ａさん
を県費講師としての任用からも干しあげ、本
人と家族の生存権を奪うという言語道断の暴
挙に踏み込んできました。市教委は日教組奈
良市のぎりぎりの要求も無視し、Ａさんを二
度解雇したのです。また、執行委員会の申し
入れの場では市教委が「労働組合？　職員団
体でしょ」「申し入れなんかしたら喧嘩にな
りますよ」という「不当労働行為」発言を行っ
てくるということもありました。
　こういった市教委の対応の根底には、教育
条件や教育内容の改善について提言、協議す
るすることが運動の中心となり、労働者とし
ての譲れない利益をめぐって真正面から非和
解的に闘うことのないパートナー路線（当時
市教委は「日教組奈良市とは良好な関係を築
いてきた……」と言っていた）へと転落して
しまっていた日教組運動への侮りがあり、そ
れは労働組合を体制内的に取り込み解雇の共
犯者にさえしていこうとするものでした。
　時あたかも「４・９政治和解」策動、検修
業務外注化絶対反対の闘いを動労千葉が必死
でこじ開けていたときでした。国鉄で起きて
いることと市費教員解雇はともに新自由主義
による非正規化と解雇自由の攻撃であり、こ
れと絶対反対で闘い、階級的団結を拡大する
ことが国鉄闘争を闘うことだということが教
労現場でも問われていたのです。解雇撤回・
試験制度撤廃で全面対決できる団結をうち固
めることなしに闘いは一歩も進まないことが
はっきりしたのです。そこを曖昧にしない議
論をＡさんも交えた執行委員会で積み上げま

した。
　そうして迎えた定期総会ではＡさん本人が
市教委への戦闘宣言を発し、「Ａさん解雇と
向き合うことを通して、労働者としての怒り
と団結を取り戻し、労働組合として『甦る』
チャンスを与えられたのだ。」（総会決議）と
宣言することができました。「Ａさん個人の
救済のためではなく、すべての市費教員、県
費も含めた非正規の仲間、いや、教諭も含め
た労働者のモノ扱いを許さないために労働組
合として闘うんだ」これ以後、委員長が繰り
返し提起するようになった言葉です。
　ここに立てたとき、わずか百数十人の日教
組奈良市が市内 1800 の教育労働者に団結を
呼びかけることを決断できました。組織拡大
が始まり、勤務時間管理シート白紙撤回を勝
ちとり、ついに昨年末、県費講師の職からも
Ａさんを意図的に追放したことを謝罪し、「市
費教員任用継続時の試験制度撤廃」を市教委
が約束するに至りました。職場に加えられる
新自由主義の攻撃をとらえて離さず絶対反対
の闘いに歩み出したとき、動労千葉との連帯
も、３・11 情勢のもとでの連続的な反原発
闘争と 11 月全国労働者集会への結集も一筋
につながってきたのです。団結の拡大を総括
軸にして、2012 年この道をさらに前進した
いと思います。

昨年 11・６労働者集会で決意表明する奥村書記長
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元福島県教職員組合委員長
国鉄闘争全国運動呼びかけ人

労働運動を語る

清野和彦さんに聞く（後編）

聞き手・構成　編集部

※「400 日抗争」　日教組は、86 年から 87 年にかけて臨教審と労線統一をめぐって主流派内右派（田
中委員長）と左派（中小路書記長）との対立が激化し、大会招集がないままの状況が続いた。最終的
には 88 年２月の大会で三役全員が辞任することで収拾、「総評方針支持」を多数決で決定する。

目　次

３・11 福島集会への全国的連帯と支援を
学生時代に勤評闘争
日教組におけるストライキ闘争（１月号）
国鉄闘争全国運動呼びかけ人となった決意
国鉄・分割民営化に抗して
職場闘争をとおして連帯感、団結をつくる

（本号）

 国鉄闘争全国運動呼びかけ人となった決意

――国鉄闘争全国運動の呼びかけ人に参加さ
れた経緯についてお聞かせ下さい。

　75 年に総評運動の中軸であった国労を中
心に公労協 80 万が、ストライキ権奪還を正
面に掲げて８日間にわたる全国闘争を闘いま
した。しかし、要求は実現せず、敗北に終わっ
たわけです。70 年安保闘争で高揚した反戦
青年委員会の闘争とは結びつかなかったので
すね。社会的な大衆闘争として運動化を図れ
なかった。総評労働運動の限界だったのです。
　この闘いの教訓を最大限に手にしたのは中
曽根康弘を中心とする自民党政権と総資本で
した。彼らによって国策的な国鉄分割民営化
攻撃が進められて 87 年に強行されました。
当然それが行き着く先のように、89 年には
総評は自ら解体し、連合が誕生しました。
　以来、まともな労働運動、大衆闘争に依拠
した労働者の闘いは、日本の労働者階級、労
働組合の追求すべき課題となりました。国鉄
闘争、1047 名の解雇撤回闘争は、これ以降
継続された全国闘争であり、闘う労働運動の
経験と精神を引き継ぐものです。福島県教組
は、日教組でも、県段階でも、労働運動の右

傾化といわれるこの流れに抗して、主体性を
守りぬくことで苦闘してきました。国鉄闘争
全国運動は、全国運動として、日本の労働運
動が今、追求しなければならない課題を提起
しているということだと思います。
　呼びかけ人となったのは、私自身のやむに
やまれぬ決意表明です。

 国鉄・分割民営化に抗して

――いわゆる「400 日抗争」（※）がありま
した。ちょうど書記長をやられておられる過
程ですよね。清野さんご自身はどういう考え
でおられましたか。

　「400 日抗争」の底流は、さっき言ったス
トライキの救援の問題での得も言われぬ対立
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みたいなものです。引き金になったのは田中
一郎委員長になって、当時、自民党文教族の
中心であった西岡武夫が落選したときに挨拶、
激励に行って、それに長崎県教組が怒り心頭
に発してということになりますか。
　だけどそういう動きはすでにあったわけで
す。85 年にできた「八五会」というのがあ
るんですよ。北海道、福岡、鹿児島はじめ九
州のだいたい。後は福島とか。専従役員部分
の会合ですね。後に改称されて各県連絡会に
なりましたが、いわゆる左派グループです。
これは今も年に１回は会合しているはずです。
ただ内実的に本当に左派グループか、うーん
どうかなあということになっちゃうんですが。
　私らは日教組の中では労戦統一については
反対という立場で対抗してきました。八五会
とは別にいわゆる社会党系 11 県高というの
があるんです。それは労戦統一に真っ向から
反対した。佐賀などは今、連合に行っていな
いと思うんですが、福島も連合には加盟して
いません。だから共産党系も抜けないでとど
まっています。
　そういう県は福島のほか何県かある。そう
いう点ではよかったのかどうかということに
ついては問題はあるんですが、組織を割らな
かったのだけはよかったと思っているんです。
　内部的には異論がありました。どうしても
つながりが少なくなりますから。いろいろ知
恵を絞ってやってきました。メーデーも連合
でやるようになったけど、いろいろ考えた末
に、ちゃんと県教組も国労も一角を占めて参
加してます。それは労働者福祉協議会（労福
協）というのがあるんですが、そこもメーデー
の呼びかけ人なんですよ。県教組はそこに入っ
ています。だから連合メーデーだといいなが
ら、独自のスローガンをもって参加します。
　今連合を見ていて感じる大きな損失は、地

区労がなくなったことでしょうね。残ったと
ころもあるんだけども。結局今考えてみて一
番大きいのは、国鉄分割・民営化です。中曽
根が言ったとおりに物事が進行しましたから。
　国労にとって大きかったのはやっぱりスト
権ストの敗北でしょう。あれが最後の山場で
しょうね。総評自体にとっても。あそこで引
いた、負けたことが大きかった。その後の分
割・民営化を強行されても労働運動全体が突
破されている中で闘えず、国労だけがマスコ
ミもひっくるめて大変な包囲網を敷かれた。
浮き上がったというか、浮き上がらせられた
というか。足下を崩された。でも地方・地域
でもまだ分割・民営化については署名運動だ
の何だのずいぶん闘いが積み重ねられたんで
すがね。でもあれが非常に大きくて総評解体
につながったといってもいいんでしょうね。

――よく日教組なんかは「国労のようになっ
てはいけない」という意識が強烈に働いて、
連合加盟という方向にどんどん走っていった
と言われていますが。

　それもありますね。確かに。私らも県段階
でずっと抵抗はしたんです。連合が発足して
も県連合ができても、前の総評系の県労協は
残って併存していましたから。二重加盟に
なっていく中で整理されたんで。
　でもそのへんのところは左派といわれた組
合で一番最初につぶされたのは電通。それか
ら全逓。国鉄は国家権力によってですが、電
通、全逓は内部の力によってですね。左と右
の対立の中で右が勢力を伸ばして。単一組織
というのはある意味では考えものだなあと思
いながらながめていましたよ。電通、全逓な
どの地方の幹部にはかなりしっかりしたのが
いるんですが、みんな中央からの締め付けで
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首を切られた。単一組織というのは弱いんだ
なあと思いましたね。
　自治労は連合体で、日教組もある意味では
連合体だから。だからそれでかろうじて生き
残っているんですよね。雑居状態だから。
　もっと表に出るような論議があっていいと
思います。具体的な話は大会の中にいくと出
るんですが、全体的になるとなかなかバラン
スが働いちゃうのか出ないですね。
　福島県教組で今ストライキをやる力はなく
なっちゃったけれども、唯一残っている力は、
役員選挙、大会代議員選挙の過程で発揮され
ます。選挙期間は告示から投票日まで１カ月
間なんです。で、不在者投票が２日あって、
金曜日に全県一斉に各職場投票。そして、そ
の日のうちに各支部で集約して土曜日に本部
に集めて土曜日開票なんですよ。広い福島で
想像を絶する闘いですが、それだけが習慣と
して残って今も続いている。
　さっきストライキのときに、クセのつけよ
うかなと言ったけど、そんなもんなんですよ。
やればできると思って始まったわけでもなん
でもないのにやれたんで、やれたのが続いて
いる。やりきれているものだから誰も何も言
わない。無理だとか何とかというのは言わな
い。組織力というのはそういうところにもあ
るんでしょうね。
　ストライキを打てなくなったのは経験がな
くなっていっているのと、人事院勧告自体が
完全実施になったというのも大きい。賃金闘
争でストライキをやってきたんで人事院勧告
が完全実施されるようになったら全国的な統
一闘争がなくなっちゃったわけです。だから
その分、力は落ちていくんでしょうね。日教
組としての求心力が重要なのです。
　だから言えることは、どういう課題で日教
組自体が全国的な統一行動・統一闘争という

のを組織していくのかがある意味で大きな課
題のひとつでしょうね。そうでないと、日教
組があるというのがわからなくなってしまう。

――もし清野さんが日教組の委員長だったら
どういう方針を出しますか。

　やっぱり日教組的に力入れてもらわなくて
はならないのは原発です。それは全国的な課
題になりうるわけで。
　ただこれはある意味で言えば多面的な面が
あるから、問題の提起の仕方をどうしていく
のかというのはかなり難しい。文科省もから
んでいて、いろいろな面から考えなくちゃな
らない。立地しているところ。それから東京
みたいに電力を享受しているところ。後は教
育的な内容の問題。いろいろな切り口があっ
て面倒だと思うんだけれど、その可能なとこ
ろのイニシアチブを全国的に発揮しないと、
とは思うんですけどね。

 職場闘争をとおして連帯感、団結をつくる

――労働運動はどういう方向をめざすべきな
のか、今後の日教組運動の進むべき方向につ
いのイメージなどお考えをお聞かせ下さい。

　非常に難しい問題だと思っているんで
す。ただかろうじていわゆる旧総評系が平和
フォーラムで残っていますから、だからそれ
が中心に立って労働運動の部門で何とか全国
的な旗を立ててくれればいいなあと思ってい
るんです。このまえの９・19 の集会にはず
いぶん組織的な参加があったんで状況が変わ
ればいいなあと思っています。連合自体も方
針を転換したけれどもアリバイづくりの方針
のようですからね。
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　日教組運動については、私らのいたときか
らしていくと、ふたつほど課題がありますか。
ひとつは、職場闘争というのがなくなってき
ていることですね。私らのときは職場闘争と
いう言葉を使いましたけれども、今はそうい
う言い方はどこでもなくなってしまったよう
で。だから県教組の中でもそういうのを意識
してというのはなかなかいかないみたいです。
あともうひとつは、全国的な課題をどういう
ふうに提起していけるか。そのふたつですよ
ね。そのふたつがかみあわさっていけば、様
相を変えていけるのではないかなと思います。
　なかなか今までもどこの組織でも考えて頑
張っていてもうまくいかなかった。職場闘争
があっても今度は全国的な課題というのが見
えなくなったり提起されなかったり。
　職場闘争の中で一番重要なのは、どういう
ふうに連帯感、団結を職場の中でつくりだせ
るかという作業でしょうね。私らが経験した
ことで言うと、これはどこの職場でもできる
ことではないと思うんだけれども、一番大き
な武器になりうるのは機関紙です。いわゆる
職場新聞なり何なり。取材をしたり、技術的
なことでいろいろ工夫を重ね、経験をしない
と、なかなかいいのはできないと思いますけ
ども。

――それでは最後に、読者、特に青年労働者
に向かってお願いできますでしょうか。

　やっぱり一に学習でしょうね。後は、誰と
でもなかなかできることではないけれども、
議論を重ねることでしょう。学習と同時に。
議論・討論。
　あと労働学校です。労働学校みたいなもの
は、だんだん下火になってきましたからね。
昔は春闘の前には必ず県評が集めて討論集会

を必ず持ったし。日教組なんかも全国討論集
会を持ったし。それと前段には各県では討論
集会をやったし。そういう積み重ねというの
が必要です。
　福島県教組も今やっぱり大変です。いま後
始末で頭を痛めているのは、人事異動はいつ
も３月にやっていたんですが、原発で３月中
止して、８月１日にやった。ところが、双葉
郡を中心にしてバラバラですから。学校の名
前はあるんだけれども、子どもはみんなどこ
かに行っちゃったんで。そうすると、学校所
属になるんだけれども、子どもを捜さないと
ダメなんです。それぞれ居住地はある。100
㎞も先にいるという子どももいて、大変です。
　後始末といってもいつになったら正常に戻
れるのかはわからないわけで、30 年はかか
るでしょうから。
　福島でも秋年闘争、確定闘争は、県公務員
共闘として総決起集会を 1000 名規模で実施
しています。今でもこれぐらいの規模でやっ
ています。公務員共闘だから自治労、水道、
林野、農林もちゃんと来ます。だからあっち
こっちにそういうのは残ってはいるんです。
潜在的力はあるんですよ。労働者というのは
力はあるんで。
　連合も、だんだんやらざるをえなくなるで
しょう。この状況というのはずっと続くで
しょうから。なかなか難しい問題だけれども、
ただやっぱり今の状況はひとつの転機でしょ
う。原発がそうだし、国鉄闘争の継承、沖縄
の反基地闘争、憲法審査会も始動しています
し。ＴＰＰもそうだし。ＴＰＰには珍しく医
師会も反対しましたしね。
　頑張っていくよりほかないですね。

（昨年 11 月上旬に都内で行ったインタビュー
原稿に加筆・補正をいただいたものです）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（了）



28 月刊労働運動2012年２月号

読者のページ

●組合員権停止 15 年
を打ち破ったことと、
『１万の壁』から考える
こと

千葉労組交流センター会員
建設労組副支部長
　　　　　　　森　研一

　「労働組合をめぐる戦国時
代が始まっている」――こ
れは、私が所属する産別地
域労働組合（組合員約 2200
人）から組合員権停止の統
制処分中に（役職解任・組
合員権停止 15 年→民事裁判
で７年間）、話し合った他
支部の役員で執行委員を
やっている 60 年配の組合
員仲間が言ったフレーズで
す。
　私は昨 12 月で組合員権
停止期間が満了し、大震災
で延期になっていた定期
大会にむけた分会（50 名）
総会・支部（570 名）総会
に参加し、役員選挙に立候
補し大会には大会代議員・
執行委員候補として参加し
ました。
　大会代議員から「組合を
訴えて被害を与えるような
人が役員になるのは許せな
い！　不信任の採択を！」

の緊急動議が提起されまし
たが、圧倒的多数の反対で
否決！
　その結果、現在は執行委
員で副支部部長・副分会長、
昼は生業で夜に分会会議や
執行委員会の日々です。
　その彼が言ったのです。

「森さんは、口を開くと動労
千葉や中野洋と言うけど、
あんたは、うちの組合とい
う場所がある。いまさら動
労千葉のことを話さなくと
も、組合員はあんたが中野
さんの子分ということを
知っているよ。だから亡き
者にしようと 15 年権利停
止処分にしたんだ。民主党
政権の支柱は、官僚と連合
だから、労働組合をめぐる
戦国時代が始まっていると
思う」（この時はまだ中野
洋動労千葉顧問は闘病中で
した）。なるほど労働組合
は、労働者階級の宝庫と感
じました。
　彼は、千葉県下で総評傘
下の労組委員長を経験し、
解雇退職後に経師稼業で生
計をたて建設労働組合に参
加。動労千葉のことを総評
極左派と評していました。
そして彼は実は、かつて組
合定期大会で書記長に立候

補したところ、現執行部が
別室の執行委員会で多数決
で否決して書記長人事を

「対立候補なし」と強行さ
れ、組合規約違反だと抗議
ビラを配布した「組合批判」
を理由に、役職解任・組合
員権停止５年の統制処分を
経験していた人だったので
す。かつても強烈な労働組
合をめぐる格闘があった！
　すべては統制処分から始
まったのです。
　さて、交流センターの開
聞（かいびゃく）のとき、
歴戦老檜な現役労働組合指
導者が３人おられました。
元中立労連議長の佐藤芳夫
さん、動労千葉の中野洋さ
ん、ス労自主労組の入江史
郎さんです。、
　組織労働者の運動体であ
りたいということは、労働
組合の協議・共闘組織とい
うことですが、当初団体加
入は「動労般連合とス労自
主労組だけだった」との入
江さんの回顧は「1 万の壁」
の本質を突いていると思い
ます。
　私の参加している労働組
合は、特定産業の多業種の
５人以下を雇用する経営者
や家族経営業者、一人親方
や雇用労働者を加入資格と
した労働組合法の「見なし
規定」で構成される労働組
合です。
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編集後記

動労千葉は、京葉車両センターの構内運転業務の一部外注化のための訓練強行に反対し時限ストに決起、早朝か
ら緊急抗議闘争に立ち上がった。ＪＲ千葉支社は１月５日、当初計画の「２日勤」を「１日勤」に縮小して千葉
鉄道サービスに委託、実施日は１月 27 日と提案。いよいよ全面外注化阻止の決戦が始まった（１月 10 日　千葉）
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　労働組合の所在を雇用主
と見なし、組合員を労働者
と見なして可能となった共
同性です。これで健康保険
組合に加入して組合員と家
族の保険医療が保証されて
いるのです。
　毎年の予算確定時節に健
康保険財源への厚生労働省
からの補助金要求を大衆運
動にしている組合です。構
成員が全国 30 万人ですか
ら、連合との関係でいうと

「連合に行かない、行けな
い」上部団体のない労働組
合です（県レベルで連合や
全労連に参加もあり）。
　党派的にいうと日本共産
党は、選挙運動の票田とい
うこともあり、組合員組織
化を意識化しています。例
えば今年の大会で委員長に
なったのは、影響下にある
地方労組出身の執行委員で
す。2002 年５～６月の有
事立法反対の都心集会のと
き年配者を含めた大デモ隊
列の様子を覚えている読者
もいるでしょう。
　企業内組合と違って、定
年退職がないので 75 歳ま
では健康保険が使えます。
ですから、連合や全労連傘
下の労働組合の改革、新た
な組合づくりと共に、特定
専門業種の労働者に就業し
て労働組合を発展させる術
もあるのです。

　他党派が想定もしなかっ
た組合運動の一角にたどり
着くのに10年かかってます。
しかしこの 10 年の間、組
合員は私を「味見期間」と
して見ていたのです。それ
が組合大会代議員による緊
急動議の否決と執行委員就
任承認でした。
　差し当たり 2011 年 11・６
集会参加者は１名です。
　国鉄闘争全国闘争呼びか
け人に地域の民営化・公務
員解雇攻撃と対時する労働
組合が名乗りでていること
は、政治党派が立ち遅れる
例です。
　世界を見ても、労働者階
級という用語を装飾した
り、赤旗や労働者や農民の
工具を商標としたりする団
体やその世界で、労働者階
級の労働組合を否定したり
卑下する傾向があります。
　情勢分析するときには、
連合という労働組合組織の
翼賛化をテーマにするのに、
変革の基軸になる労働組合
基軸論を展開しないのは羊
頭狗肉の典型となります。
　労組交流センターの組織

▼最近よく考える「党と労
働組合」の問題▼産別会議
と産別民同の発生を見ても
日共のセクト主義、引き回
し、「党が一番えらい」と

いう思想の矛盾がその後の
党と労働組合の区別論横行
の元になった▼中野顧問は

「労働組合と党は限りなく
一体であるべきだ」と言う
▼鍵はここでも「労働者へ
の徹底した信頼」だ（う）

的責任者に労組代表が増え
るようになりたいですね。


